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■「西村天囚先生誕生之地」石碑
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（鉄砲館〕
一

、
調
査
に
至
る
経
緯

西
村
天
囚
関
係
資
料
調
木且
報
告

—
種
子
島
西
村
家
訪
問
記
ー

平
成
二
十
九
年
（
二
0一
七）
八
月
二
十
五
日
＼

二
十
八
日
の
日
程

で 、
種
子
島
の
西
村
家
（
鹿
児
島
県
西
之
表
市）
を
訪
問
し 、
西
村
天

囚
関
係
資
料
の
調
査
を
実
施
し
た 。
参
加
者
は 、
湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大

翫

由

那

即

（
大
阪
大
学
教
授 、
懐
徳
堂
記
念
会
理
事）

竹

田

健

二

（
島
根
大
学
教
授 、
大
阪
大
学
招
聘
教
授）

さ

え
き

か
お
る

佐

伯

薫

（
懐
徳
堂
記
念
会
事
務
局
員
）

学
教
授 、
懐
徳
堂
記
念
会
理
事） 、
竹
田
健
二
（
島
根
大
学
教
授 、
大

阪
大
学
招
聘
教
授） 、
佐
伯
薫
（
懐
徳
堂
記
念
会
事
務
局
員）
の
三
名

で
あ
る 。

話
は
一
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る 。
平
成
二
十
八
年
は 、
大
正
五
年

（一
九一
六）
に
再
建
さ
れ
た
懐
徳
堂
（
重
建
懐
徳
堂）
の
開
学
百
周
年

に
あ
た
り 、
懐
徳
堂
記
念
会
と
大
阪
大
学
で
は 、
懐
徳
堂
展
や
記
念
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た 。
同
年
十
月――
十
二
日
＼

十
二

月
二
十
二
日
の
ニ
ヶ
月
間 、
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
（
待
兼
山
修

学
館）
を
会
場
に 、
懐
徳
堂
展
「
大
阪
の
誇
り
ー

懐
徳
堂
の
美
と
学

問
ー

」
が
開
催
さ
れ 、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
同
年
十
月 、
『
増
補
改
訂
版

懐
徳
堂
事
典』
（
湯
浅
邦
弘
編
著 、
大
阪
大
学
出
版
会）
と
図
録
『
懐

徳
堂
の
至
宝』
（
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
叢
書 、
湯
浅
邦
弘
著 、

大
阪
大
学
出
版
会）
が
刊
行
さ
れ
た 。

こ
の
余
韻
が
残
る
平
成
二
十
九
年
六
月 、
西
村
貞
則
様・
久
美
様
ご

78 



-� 調杏報告

夫
妻 、
な
ら
び
に
そ
の
令
嬢
の
矢
田
睦
美
様
の
来
訪
を
受
け
た 。
西
村

氏
は 、
天
囚
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
あ
た
る
後
裔
で 、
現
在 、
種
子
島

在
住 。
大
阪
大
学
に
は
初
め
て
の
訪
問
で
あっ
た 。

当
日 、
湯
浅
と
懐
徳
堂
記
念
会
の
佐
伯
が
対
応
し 、
大
阪
大
学
文
学

研
究
科
玄
関
に
設
置
し
て
あ
る
重
建
懐
徳
堂
復
元
模
型
を
ご
覧
い
た
だ

い
た
後 、
阪
大
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
に
ご
案
内
し
た 。
懐
徳
堂
文
庫

せ
き
え
ん

全
五
万
点
の
中
に
は 、
西
村
天
囚
旧
蔵
書
が
「
碩
園
記
念
文
庫」
と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
（
碩
圃
は
天
囚
の
別
号） 。

懐
徳
堂
記
念
会
の
設
立
と
重
建
懐
徳
堂
の
建
設・
運
営
に
尽
力
し
た

西
村
天
囚
は 、
大
正
十
三
年
(-
九
二
四）
に
亡
く
な
る
が 、
そ
の
翌
年 、

旧
蔵
書
が一
括
し
て
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
た 。
そ
れ
が
戦
後 、

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る 。

そ
の
碩
園
記
念
文
庫
の
中
か
ら 、
天
囚
の
自
筆
書
き
入
れ
の
あ
る
資

料
を
中
心
に
ご
覧
い
た
だ
い
た 。
西
村
氏
は 、
天
囚
の
旧
蔵
書
が
貴
重

書
と
し
て
丁
重
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
い
に
感
激
さ
れ 、
ま
た 、

先
祖
直
筆
の
資
料
を
ご
覧
に
なっ
て
感
無
量
の
様
子
で
あ
っ
た 。
そ
し

て 、
種
子
島
に
は
ま
だ
天
囚
関
係
資
料
が
多
数
あ
り 、
今
後
の
保
存
等

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
い
か
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あっ
た 。

西
村
氏
の
阪
大
訪
問
は 、
重
建
懐
徳
堂
開
学
百
年
後
の
こ
と
で
あ
り 、

天
囚
の
導
い
て
く
れ
た
運
命
的
な
出
会
い
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た 。
西

村
氏
か
ら
は
種
子
島
訪
問
の
要
請
が
あ
り 、
ま
た
こ
ち
ら
も
資
料
調
査

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て 、
こ
の
た
び
の
訪
問
と
なっ
た 。

01 大阪松ヶ枝町の天囚書斎、 左上に「讀騒鷹」扁額

ど
く
そ
う

ろ

①
「
讀
騒
慮」
扁
額

②
草
稿·
講
義
録•
著
書
等

③
書
画
類

二 、
西
村
家
資
料
の
概
要

ま
ず 、
調
査
対
象
と
なっ
た
資
料
の
概
要
を
紹
介
し
た
い 。
西
村
家

所
蔵
天
囚
関
係
資
料
の
内 、
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る 。
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し
い
書
で
あ
る 。

た
だ 、
こ
の
実
物
が
西
村
家

に
今
も
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
今
回
初
め
て
確
認
さ
れ
た 。

ま
た 、
伝
わ
っ
て
い
る
写
真
で
は

不
鮮
明
で
分
か
ら
な
い
が 、
こ

の
書
の
末
尾
（
左
端）
に
「
乙

酉
秋
日
曲
園
居
士

愈
槌
書」

(
02)
と
あ
っ
た 。
こ
の
書
を
揮

嘔
し
た
の
が 、
清
の
考
証
学
者

ゆ

え
つ

と
し
て
著
名
な
愈
槻
（
号
は
曲

園）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る 。
こ

④
印
章・
文
具
類

⑤
ア
ル
バ
ム・
写
真
類

⑥
書
簡・
文
書
類

02 愈梃の署名

①
は 、
か
つ
て
大
阪
市
北
区
松
ヶ

枝
町
在
住
時
（
明
治
三
十
五
年
S

大
正
十
年）
の
天
囚
の
書
斎
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
扁
額
で 、
天
囚
を
紹

介
す
る
際
よ
く
使
わ
れ
る
写
真
（
大
正
十
年
(-
九――-
）
秋
撮
影
01)

そ

じ

で
も
確
認
で
き
る 。
「
讀
騒
蘊」
と
は 、
『
楚
辞』
を
読
む
書
斎
と
い
う

意
味 。
「
騒」
は 、
『
楚
辞』
に
収
め
ら
れ
た
屈
原
の
長
絹
叙
事
詩
「
離

騒」
を
指
す 。
『
楚
辞』
善
本
の
収
集
と
研
究
に
努
め
た
天
囚
に
ふ
さ
わ

の
点
に
つ
い
て
は 、
す
で
に 、
後
醍
院
良
正
『
西
村
天
囚
伝
（
下
巻）』
（
朝

日
新
聞
社
社
史
編
集
室 、
一
九
六
七
年）
や 、
そ
れ
に
依
拠
し
た
町
田

三
郎
「

天
囚
西
村
時
彦
覚
書」
（『
哲
学
年
報』

第
四
十
二
輯 、

一
九
八
三
年 、
の
ち
『
明
治
の
漢
学
者』
（
研
文
出
版 、
一
九
九
八
年）

所
収）
に
も
紹
介
が
あ
る
が 、
「
乙
酉」
（
き
の
と
と
り）
の
年
や
そ
の

扁
額
の
入
手
の
経
緯
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い 。

「
乙
酉」
は 、
六
十
年
に一
度
巡
っ
て
く
る
干
支 。
愈
槌
の
生
卒
年

（一
八――
―
＼一

九
0
六）
を
考
慮
す
る
と 、
一
八
八
五
年
（
清
の
光
緒

十一
年 、
明
治
十
八
年 、
蔽
槌
六
十
四
歳）
と
な
る 。
愈
梶
に
は 、
『
楚

辞
人
名
考』
と
い
う
著
作
が
あ
る 。
『
楚
辞』
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
い

た
こ
と
か
ら 、
こ
の
書
を
揮
逢
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
一
方
天
囚
は 、

慶
応
元
年
(-
八
六
五）
の
生
ま
れ
な
の
で 、
こ
の
年
二
十
歳
で
あ
る 。

天
囚
は 、
明
治
十
六
年
(-
八
八
三） 、
東
京
大
学
古
典
講
習
科
に
官

費
生
と
し
て
入
学 。
優
秀
な
学
徒
で
は
あ
っ
た
が 、
ま
だ
無
名
の
学
生

の
天
囚
に 、
大
学
者
の
愈
楢
が
直
接
揮
竜
し
て
贈
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
な
い 。

そ
う
す
る
と 、
こ
の
書
は 、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
天
囚
の
書
斎
に
掲

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
西
村
氏
も
そ
の
来
歴
に
つ
い

て
は
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で 、
現
時
点
で
は
未
詳
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い 。
た
だ 、
考
え
ら
れ
る
可
能
性
と
し
て
は 、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る 。

第一
は 、
後
に
天
囚
が
清
に
留
学 、
取
材・
資
料
収
集
に
行
っ
た
際 、
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何
ら
か
の
方
法
で
入
手
し
た
も
の
と
の
可
能
性
で
あ
る 。
天
囚
は 、
明

治
三
十
年
(-
八
九
七）
か
ら
三
十一
年
の
ニ
ヶ
月 、
明
治
三
十
二
年

（一
八
九
九）
冬
か
ら
明
治
三
十
五
年
(-
九
0
二）
に
か
け
て
の
約――

年
余
り 、
明
治
四
十
年
(-
九
0
七）
夏
の一
ヶ
月 、
の
計
三
回
渡
清

し
て
い
る 。
天
囚
の
資
料
収
集
癖
は
有
名
で
あ
っ
た 。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ

か
の
機
会
に
入
手
し
た
可
能
性
は
高
い 。

第
二
は 、
天
囚
自
身
が
中
国
で
求
め
た
の
で
は
な
く 、
中
国
に
渡
航

す
る
知
人
に
依
頼
し
て
入
手
し
た
と
の
可
能
性
で
あ
る 。
天
囚
の
高
弟

た
け
う
ち
よ
し

お

武
内
義
雄
の
「
先
生
の
追
憶」
（
懐
徳
堂
堂
友
会
『
碩
園
先
生
追
悼
録』 、

一
九
二
五
年）
に
よ
れ
ば 、
「
松
雲
堂
主
人
が
北
京
に
行
っ
た
如
き
は
欧

文
電
報
ま
で
打
っ
て
楚
辞
を
集
め
る
こ
と
を
頼
ま
れ
た」
と
い
い 、
ま

た
武
内
自
身
が
中
国
に
留
学
し
た
際
に
も 、
天
囚
の
た
め
に
『
楚
辞』

を
捜
し
た
と
い
う 。
こ
こ
に
言
う
「
松
雲
堂」
と
は 、
大
阪
の
古
書
輝

鹿
田
松
雲
堂
（
第
三
代
鹿
田
静
七 、
号
は
餘
霞）
で
あ
ろ
う 。く

す
も
と
せ
き
す
い

ま
た
も
う―
つ
の
可
能
性
と
し
て 、
長
崎
の
漢
学
者
楠
本
碩
水

（一
八
三
ニ
ー一

九一
六）
と
の
関
係
が
あ
る 。
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載

さ
れ
た
天
囚
の
紀
行
「
九
州
巡
礼」
に
よ
れ
ば 、

明
治
四
十
年

（一
九
0
七） 、
天
囚
は 、
長
崎
県
針
尾
島
の
郷
里
に
い
た
碩
水
を
訪
れ

て
い
る 。
碩
水
の
書
斎
は
「
江
下
村
舎」
と
い
い 、
そ
の
扁
額
が
愈
槻

の
書
で
あ
っ
た
と
い
う 。
と
す
れ
ば 、
叙
槌
と
楠
本
碩
水
と
に
何
ら
か

の
関
わ
り
が
あ
り 、
そ
の
碩
水
を
経
由
し
て 、
「
讀
騒
巖」
の
書
が
天
囚

に
渡
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る 。

古
い

い
ず
れ
に
し
て
も 、

写
真
で
し
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
「
讀
騒
麿」
の

扁
額
が
実
在
し
て
い
た
こ
と

は
大
変
な
驚
き
で
あ
っ
た 。

但
し 、
資
料
の
経
年
劣
化

は
深
刻
で 、
周
囲
の
紙
に
は

断
裂
が
多
く
確
認
さ
れ
た

(
03) 。
緊
急
修
復
を
要
す
る

文
化
財
で
あ
る 。
ま
た
今
後 、

種
子
島
ま
た
は
大
阪
大
学
で

常
設
展
示
す
る
の
な
ら
ば 、

そ
の
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
を
制
作
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
感
じ
ら
れ
た 。

次
に 、

②
③
は
計
九
つ
の
衣
装
ケ
ー

ス
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た 。

今
回
は
時
間
の
関
係
で 、
こ
の
内
の―
つ
の
み
の
調
査
に
と
ど
ま
っ
た
が 、

そ
の
中
に
は 、
懐
徳
堂
あ
る
い
は
京
都
帝
国
大
学
で
の
講
義
の
た
め
に

準
備
し
た
と
思
わ
れ
る
講
義
録
や
様
々
な
草
稿・
記
録
類
が
含
ま
れ
て

い
た 。
こ
の
中
の
「
故
西
村
博
士
記
念
会
会
務
報
告
書」
に
つ
い
て
は 、

本
稿
第
三
章
参
照
（
竹
田
健
二
担
当） 。

④
の
内 、
印
章
は 、
二
つ
の
箱
に
無
造
作
に
収
め
ら
れ
て
い
た 。
一

部
に
は 、
紙
の
キ
ャ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ 、
破
損
を
防
い
で
い
る
が 、
緊
急

の
調
査
と
資
料
箱
作
成
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
資
料
群
で
あ
っ
た 。 03 扁額の経年劣化
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幸
い 、

巻
紙
に
鈴
印

(
04)
さ
れ
て
い
て 、
そ

の
数
は
全
六
十
三
顆 ゜

中
に
は
側
款
に
よ
り 、

そ
の
来
歴
が
分
か
る
も

の
も
あ
る 。

策
刻
は 、
「
天
囚
居

士」「
碩
園」「
時
彦」「
子

俊」
な
ど
の
号
や
名
を

刻
ん
だ
も
の
の
ほ
か 、

「
懐
古」
印
や
「
碩
園

収
蔵
楚
辞
百
種」
印
な

ど
が
注
目
さ
れ
る 。

「
楚
辞
百
種」
と
は 、
晩
年 、
天
囚
が
収
集
に
努
め
た
『
楚
辞』
の

善
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り 、
懐
徳
堂
記
念
会
を
経
由
し
て 、
現
在 、

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
と
な
っ
て
い
る 。
中
国
で
も
珍
し
い
貴
重

書
を
含
む
た
め 、
昭
和
十一
年
(-
九
三
六）
に
は 、
中
国
の
清
華
大

学
教
授
劉
文
典
(-
八
八
九
＼一

九
五
八）
一
行
が
重
建
懐
徳
堂
を
訪

問
し 、
こ
の
「
楚
辞
百
種」
を
中
心
と
す
る
碩
園
記
念
文
庫
の
調
査
研

究
を
行っ
て
い
る 。

ま
た 、
こ
の
巻
紙
（
印
譜）
を
最
後
ま
で
開
い
て
い
く
と 、
末
尾
に
「
東

京
都
外
下
大
崎
二
三
四

西
村
時
彦」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
た 。
と
す

晒
巳

缶

,. 
、

国

a
園

饂 認

・ク
曽

れ`→
で
括

邑m

日
駈

訳

比
唱
1

星

叡
紐芦

F
 
じ'
4
05

叱
品

印
nい

ふ a
圏

04 西村天囚印の印譜

れ
ば 、
こ
の
印
譜
が
作
成
さ
れ
た
の
は 、
大
正
十
年
(-
九
ニ―
) 、
天

囚
が
宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ 、
同
年
十
月
三
日 、
大
阪
か
ら
東
京

五
反
田
下
大
崎
の
島
津
邸
役
宅
に
引っ
越
し
た
後
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る 。
す
な
わ
ち
天
囚
晩
年
の
印
譜
で
あ
る 。

但
し 、
後
述
の
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
出
品
さ
れ
て
い
る

十一
顆
の
印
章
と
の
関
係
や 、
こ
の
印
譜
と
現
存
す
る
印
章
と
の
関
係

に
つ
い
て
は 、
今
後
の
調
査
を
必
要
と
す
る 。

江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
の
印
章
に
つ
い
て
は 、
印
譜
『
懐
徳
堂
印
存』
（
懐

徳
堂
記
念
会）
が
あ
り 、
印
章
の
実
物
約
二
百
顆
も 、
懐
徳
堂
文
庫
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
点
は 、
湯
浅
邦
弘
『
墨
の
道

印
の
宇
宙
ー

懐
徳
堂
の
美
と
学
問
ー』

（
大
阪
大
学
出
版
会 、
二
0
0
八
年）
に
詳

し
い 。
ま
た 、
第
四
代
学
主
を
務
め
た
中
井
竹
山
の
印
九
十
二
顆
と 、

そ
の
弟
の
履
軒
の
印
六
十
八
顆
に
つ
い
て
は 、
全
点
の
デ
ジ
タ
ル
画
像

撮
影
が
行
わ
れ 、
現
在 、
「
W
E
B
懐
徳
堂
(h
ttp:/
＼k
臼tokudo .jp\)」

で
公
開
し
て
い
る 。
将
来 、
こ
こ
に
西
村
天
囚
印
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
期
待
さ
れ
る 。

⑤
の
ア
ル
バ
ム・
写
真
類
は 、
今
回
の
調
査
の
中
で
も
と
り
わ
け
注

目
さ
れ
た
資
料
で
あ
る 。
懐
徳
堂
記
念
会
や
大
阪
大
学
に
は 、
重
建
懐

徳
堂
期
の
写
真
類
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い 。
と
こ
ろ
が 、
西
村

家
に
は 、
明
治
大
正
時
代
の
貴
重
な
写
真
が
ア
ル
バ
ム
九
冊
に
貼
ら
れ

て
い
た 。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は 、
本
稿
第
四
章
参
照
（
佐
伯
薫

担
当） 。
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⑥
の
書
簡・
文
書
類
は 、
今
回
の
訪
問
で
は
充
分
調
脊
で
き
な
か
っ

た
が 、
西
村
家
よ
り 、
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
寄
託
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
なっ
た 。

実
は 、
平
成
十
六
年
（
二
0
0
四） 、
宮
内
庁
に
よ
り 、
皇
室
に
関

係
の
あっ
た
人
物
の
資
料
調
査
が
実
施
さ
れ 、
宮
内
省
御
用
掛
を
務
め

た
天
囚
の
書
簡・
文
書
類
も
そ
の
対
象
と
なっ
た 。
宮
内
庁
の
調
査
結

果
は
『
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
目
録』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
が 、
そ
れ
に
よ
れ
ば 、
天
囚
宛
書
簡
五一
七
件 、
天
囚
発
信
書
簡

1
0
七
件 、
時
輔
（
天
囚
の
弟）
宛
書
簡一
九
八
件 、
家
族
宛
書
簡

七一
件 、
そ
の
他
書
類
二
四
七
件 、
な
ど
と
なっ
て
い
る 。

天
囚
宛
の
書
簡
の
中
に
は 、
懐
徳
堂
記
念
会
と
の
関
係
か
ら
も
注
目

さ
れ
る
も
の
が
多
い 。
一
例
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
発
信
者

の
五
十
音
順） 。

•
今
井
貰一
（
大
阪
府
立
図
書
館
初
代
館
長 、
懐
徳
堂
記
念
会
初
代

理
事
の一
人）
書
簡一一
通

・
上
野
理一
（
朝
日
新
聞
創
始
者 、
懐
徳
堂
記
念
会
発
起
人
の一
人）

書
簡
十一
通

・
小
倉
正
恒
（
懐
徳
堂
記
念
会
第
二
代
理
事
長 、
住
友
本
社
総
理
事・

大
蔵
大
臣）
書
簡
三
通

・
狩
野
直
喜
（
京
都
帝
国
大
学
教
授 、
東
方
文
化
研
究
所
（
現・
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所）
初
代
所
長 、
重
建
懐
徳
堂
に
も
出
講 、

天
囚
の
京
都
帝
国
大
学
出
講
を
周
旋）
書
簡――
十
三
通

・
武
内
義
雄
（
重
建
懐
徳
堂
講
師 、
東
北
帝
国
大
学
教
授 、
天
囚
の

高
弟 、
天
囚
の
主
著
『
日
本
宋
学
史』
に
解
題
を
記
す）
書
簡

四
通

・
内
藤
湖
南
（
東
洋
史
学
者 、
京
都
帝
国
大
学
教
授 、
大
阪
朝
日
新

聞
編
集
者 、
懐
徳
堂
記
念
会
顧
問）
書
簡
六
通

・
永
田
仁
助
（
懐
徳
堂
記
念
会
初
代
理
事
長 、
浪
速
銀
行
頭
取）
書

簡
十
七
通

•
松
山
直
蔵
（
重
建
懐
徳
堂
初
代
教
授）
書
簡一
通

•
吉
田
鋭
雄
（
重
建
懐
徳
堂
最
後
の
教
授）
書
簡一
通

ま
た 、
必
ず
し
も
懐
徳
堂
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が 、
学
者 、

文
人 、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト

か
ら
の
書
簡
も
多
数
確
認
さ
れ
る 。
例
え
ば 、

次
の
よ
う
な
発
信
者
で
あ
る 。

・
荒
木
寅
三
郎
（
天
囚
出
講
時
の
京
都
帝
国
大
学
総
長）

・
池
辺
三
山
（
高
橋
健
三
の
後
の
大
阪
朝
日
新
聞
主
箪）

・
市
村
瑾
次
郎
（
東
洋
史
学
者 、
国
学
院
大
学
学
長 、
東
京
帝
国
大

学
古
典
講
習
科
の
天
囚
の
同
期
生）

•
岡
野
養
之
助
（
大
阪
朝
日
新
聞
社
編
集
局
主
幹）

・
木
崎
愛
吉
（
朝
日
新
聞
組
集
者 、
天
囚
ら
と
「
浪
華
文
学
会」
を

結
成）
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・
後
醍
院
良
正
（
東
京
朝
日
新
聞
社 、
大
阪
朝
日
新
聞
社
学
芸
部
長）

・
塩
谷
時
敏
（
漢
学
者 、
第一
中
学
校
兼
東
京
帝
国
大
学
講
師）

・
重
野
紹一
郎
（
天
囚
が
東
京
で
師
事
し
た
重
野
安
繹
の
長
男 、
仏

文
学
者）

・
高
橋
健
三
（
大
阪
朝
日
新
聞
客
員 、
論
説
担
当）

・
瀧
川
亀
太
郎
（
東
京
帝
国
大
学
古
典
講
習
科
卒 、
天
囚
の
学
友 、

第
二
高
等
学
校
教
授 、
『
史
記
会
注
考
証
』

の
著
者）

•
長
尾
雨
山
（
高
松
出
身
の
漢
学
者・
書
家・
画
家）

•
三
上
参
次
（
歴
史
学
者 、
東
京
帝
国
大
学
教
授 、
「
明
治
天
皇
御
紀」

絹
纂王
裁）

•
本
山
修一
（
大
阪
毎
日
新
聞
社
長）

こ
れ
以
外
に
も 、
宮
内
省
や
政
治
関
係
者
と
の
交
流
を
う
か
が
わ
せ

る
書
簡
が
あ
り 、
全
体
と
し
て 、
天
囚
の
広
範
な
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
群
で
あ
る 。

こ
れ
ま
で 、
天
囚
の
伝
記
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は 、
懐
徳
堂
堂
友

会
『
碩
園
先
生
追
悼
録
』

(-
九
二
五
年）
や 、
前
掲
の
後
醍
院
良
正
『
西

村
天
囚
伝
』、
町
田
三
郎
「
天
囚
西
村
時
彦
覚
書」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る 。
西
村
家
に
残
さ
れ
て
い
る
書
簡
類
は 、
そ
う
し
た
伝
記
類
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か 。
新
発
見
の
事
実
も
期
待
で
き
る
資
料
で
あ

る 。
こ
れ
ら
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で 、
今
後 、

西
村
家
の
了

解
を
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は 、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

二 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会
会
務
報
告
書」

（
湯
浅
邦
弘）

化
を
推
進
し
つ
つ
調
壺
研
究
を
実
施
し 、
重
建
懐
徳
堂
期
の
歴
史
の
解

明
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い 。

現
在
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
碩
園

記
念
文
庫
は
西
村
天
囚
の
旧
蔵
書
で
あ
り 、
大
正
十
三
年
(-
九
二
四）

七
月
二
十
九
日
に
天
囚
が
東
京
で
亡
く
なっ
た
後 、
財
団
法
人
懐
徳
堂

記
念
会
（
以
下 、
懐
徳
堂
記
念
会）
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
天
囚
の
旧
蔵
書
が
懐
徳
堂
記
念
会

の
所
蔵
と
な
る
に
至っ
た
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は 、
従
来
よ
く
分
か
っ

て
い
な
かっ
た 。

す
な
わ
ち 、
後
醍
院
良
正
『
西
村
天
囚
伝』
下
巻
（
朝
日
新
聞
社
社

史
編
集
室 、
一
九
六
七
年）
に
は 、
天
囚
の
没
後 、
天
囚
の
母・
浅
子

と
妻・
幸
子
と
は 、
東
京
か
ら
大
阪
に
引っ
越
す
こ
と
と
な
り 、
「
家
財

処
理
の
際 、
天
囚
の
蔵
書
全
部
は 、
最
も
ゆ
か
り
の
深
か
っ
た
懐
徳
堂

に
保
管
さ
れ
る
こ
と
が
適
切
と
の
意
見
に
従
い 、
懐
徳
堂
側
で
は 、
今

後
の
遺
族
の
生
活
を
考
慮
し 、
適
当
な
価
格
（
注
ー

筆
者
の
聞
く
と
こ

ろ
で
は
四
万
円）
で
買
い
受
け
る
こ
と
に
なっ
た 。」
と
あ
る 。
こ
れ
に

よ
れ
ば 、
天
囚
の
遺
書
は
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
は
な
く 、

懐
徳
堂
記
念
会
が
購
入
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が 、
こ
の
記
述
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を
裏
付
け
る
資
料
は
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
な
か
っ
た 。

ま
た 、
懐
徳
堂
記
念
会
が
大
正
十
五
年
(-
九――
六）
十
月
に
出
版

し
た
『
懐
徳
堂
要
覧』
の
「
新
懐
徳
堂
沿
革」
に
は 、
大
正
十
四
年

（一
九
二
五）
「
九
月
七
日 、
故
西
村
博
士
記
念
會
よ
り 、
同
博
士
蕉
蔵

書
全
部
を
碩
園
記
念
文
庫
の
名
を
附
し
て
保
存
す
べ
く 、
本
會
に
寄
贈

せ
ら
る」
と
記
述
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
に
よ
れ
ば 、
天
囚
の
蔵
書
は
懐

徳
堂
記
念
会
が
購
入
し
た
も
の
で
は
な
く 、
ま
た
遺
族
か
ら
懐
徳
堂
記

念
会
に
直
接
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会」
か

ら
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
し
か
し 、

「
故
西
村
博
士
記
念
会」
と
は
如
何
な
る
団
体
だっ
た
の
か
に
つ
い
て
は 、

こ
れ
ま
で
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た 。

今
回
の
西
村
家
所
蔵
資
料
の
調
査
に
よ
り 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会

会
務
報
告
書」
と
題
さ
れ
た
小
冊
子
の
存
在
が
明
ら
か
と
なっ
た
(
01) 。

本
資
料
は 、
懐
徳
堂
文
庫
や
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
は
収
蔵
さ
れ

て
お
ら
ず 、
箪
者
は
こ
の
資
料
の
存
在
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た 。

判
型
は
概
ね
A
五
判
と
同
じ
サ
イ
ズ
で 、
表
紙・
裏
表
紙
を
除
き
本
文

は
全
二
十
二
頁 、
内
容
は
①
「
故
西
村
博
士
記
念
会
会
務
報
告」
②
「
会

務
概
要」
③
「
収
支
決
算」
④
「
寄
附
者
芳
名
並
寄
附
金」
の
四
つ
の

部
分
に
分
か
れ
て
い
る 。

「
故
西
村
博
士
記
念
会
会
務
報
告
書」
（
以
下 、「
会
務
報
告
書」）
は 、

「
故
西
村
博
士
記
念
会」
が
解
散
す
る
に
あ
た
っ
て
発
行
し
た
と
こ
ろ
の

活
動
報
告
書
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で 、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
囚
の
旧
蔵
書

故
西
村
博
士
記
念
會
會
務
報
告
g

`
，＂

 01 故西村博士記念会会務報告書

が
懐
徳
堂
記
念
会
の
所
蔵
と
な
る
に
至っ
た
詳
し
い
経
緯
が
判
明
し
た 。

す
な
わ
ち 、
「
会
務
報
告
書」
の
記
述
に
よ
れ
ば 、
大
正
十
三
年

（一
九
二
四）
十一
月
六
日 、
天
囚
と
親
交
の
あっ
た
関
係
者
が
重
建
懐

徳
堂
に
集
ま
り 、
天
囚
を
記
念
し 、
か
つ
そ
の
遺
族
の
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
故
西
村
博
士
記
念
会」
を
結
成
し 、
三
万

円
を
目
標
額
と
し
て
寄
附
金
を
募
り 、
集
ま
っ
た
寄
附
金
に
よ
っ
て
天

囚
の
す
べ
て
の
遺
書
を
遺
族
か
ら
購
入
し 、
更
に
そ
の
購
入
し
た
天
囚

の
遺
書
を「
碩
園
記
念
文
庫」
と
し
て
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
す
る 、
と
の

計
画
が
立
案
さ
れ
た 。
こ
の
計
画
は 、
翌
大
正
十
四
年(-
九――
五）一
月

十
日
に
発
起
人―
二
七
名
の
承
諾
す
る
と
こ
ろ
と
な
り 、
実
行
委
員
が

定
め
ら
れ
て
実
行
に
移
さ
れ
た 。
実
行
委
員
は 、
以
下
の
十
六
名
で
あ
る 。
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今
井
貫一

原
田
棟一
郎

大
久
保
利
武

小
倉
正
恒

狩
野
直
喜

高
原

操

内
藤
虎
次
郎

永
田
仁
助

植
田
政
蔵

松
山
直
蔵

後
醍
院
正
六

愛
甲
兼
達

同
年
二
月
二
十
三
日 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会
発
起
人
総
代」
で
あ

る
大
久
保
利
武・
永
田
仁
助
（
と
も
に
実
行
委
員）
の
名
で
「
醜
金
依

頼
状」
が
発
送
さ
れ
た 。
そ
し
て 、
同
年
六
月
末
ま
で
に
合
計

四
百
四
十
五
口 、
金
額
に
し
て
三
万
四
千
十一
円
に
も
及
ぶ
寄
附
金
が

集
まっ
た 。
「
故
西
村
博
士
記
念
会」
は 、
そ
こ
か
ら
必
要
経
費
を
除
い

た
三
万
三
千
八
百
六
十
二
円
七
十
銭
を 、
天
囚
の
未
亡
人・
幸
子
に
遺

書
購
入
代
金
と
し
て
支
払
い 、
そ
し
て
購
入
し
た
天
囚
の
遺
書
を
「
碩

園
記
念
文
庫」
と
し
て
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
の
で
あ
る 。

当
時
の
三
万
三
千
八
百
六
十一一
円
七
十
銭
が 、
現
在
の
お
金
に
し
て

ど
の
程
度
の
価
値
が
あっ
た
の
か
に
つ
い
て
は
把
握
が
難
し
い 。
企
業
物

価
指
数
か
ら
見
る
な
ら
ば 、
現
在
の
お
よ
そ一
千
七
百
万
円
余
り
に
相

当
す
る
こ
と
に
な
る（
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
教
え
て
！

に
ち
ぎ
ん」

参
照） 。
し
か
し 、
こ
の
数
字
は
か
な
り
低
い
よ
う
に
思
わ
れ 、
お
そ
ら

く
は
もっ
と
価
値
が
高
かっ
た
と
推
測
さ
れ
る 。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は 、
第一
に 、
天
囚
の
遺
書
は
「
故
西
村
博

士
記
念
会」
に
よ
っ
て
遺
族
か
ら
三
万
三
千
八
百
六
十
二
円
七
十
銭
で

購
入
さ
れ 、
そ
の
上
で
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ
た 、
と
の
新
事
実

が
明
ら
か
と
なっ
た
点
で
あ
る 。
第
二
に 、
「
碩
園
記
念
文
庫」
の
名
は 、

磯
野
惟
秋

岡
野
養
之
助

士
屋
冗
作

上
野
精一

懐
徳
堂
記
念
会
が
寄
贈
を
受
け
た
後
に
そ
の
名
称
を
検
討
し
て
命
名
し

た
訳
で
は
な
く 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会」
が
寄
贈
に
あ
た
っ
て
そ
の
よ

う
に
命
名
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
点
で

あ
る 。もっ

と
も 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会」
な
る
団
体
と
懐
徳
堂
記
念
会
と

は 、
か
な
り
密
着
し
た
関
係
に
あっ
た
と
見
て
よ
い 。
こ
の
こ
と
は 、
遺

書
の
寄
贈
を
受
け
た
懐
徳
堂
記
念
会
の
理
事
長・
永
田
仁
助
が 、
寄
贈

し
た
側
の
「
故
西
村
博
士
記
念
会」
の
実
行
委
員
で
あ
り 、
し
か
も
発

起
人
総
代一一
人
の
う
ち
の一
人
で
あっ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
考
え
ら

れ
る 。
す
な
わ
ち 、
「
会
務
報
告
書」
の
②
「
会
務
概
要」
に
収
録
さ
れ

て
い
る
「
懐
徳
堂
記
念
会へ
遺
書
寄
贈
書」
（
大
正
十
四
年
九
月
七
日
付）

は 、
宛
名
が
「
懐
徳
堂
記
念
会
理
事
長
永
田
仁
助」
と
なっ
て
い
る
の

だ
が 、
差
出
人
と
し
て
「
故
西
村
博
士
記
念
会
発
起
人
総
代
／
永
田
仁

助
／
大
久
保
利
武」
と
記
さ
れ
て
い
る 。
ま
た 、
同
じ
く
②
「
会
務
概
要」

に
は 、
懐
徳
堂
記
念
会
理
事
長
と
し
て
の
永
田
が 、
「
故
西
村
博
士
記
念

会
発
起
人
総
代」
（
肩
書
き
の
み
で
記
名
な
し）
に
宛
て
た
「
受
領
書」

が
収
録
さ
れ
て
い
る 。

懐
徳
堂
記
念
会
の
初
代
理
事
長
で
あっ
た
永
田
仁
助
が 、
「
故
西
村
博

士
記
念
会」
の
実
行
委
員
で
あ
り 、
「
発
起
人
総
代」
の一
人
で
も
あっ

た
と
い
う
こ
と
は 、
「
故
西
村
博
士
記
念
会」
の
行っ
た
事
業
が 、
懐
徳

堂
記
念
会
関
係
者
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
あ
く
ま
で
も
臆
測
だ
が 、
当
時
懐
徳
堂
記
念
会
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に
は
天
囚
の
遺
書
を
遺
族
か
ら一
括
し
て
購
入
す
る
だ
け
の
資
金
は
な

く 、
ま
た
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
寄
附
行
為
（
定
款
に
あ
た
る
も
の）

と
の
関
係
な
ど
か
ら 、
懐
徳
堂
記
念
会
が
非
会
員
を
も
対
象
に
広
く
募

金
活
動
を
行
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら 、
「
故

西
村
博
士
記
念
会」
な
る
任
意
団
体
を
別
に
立
ち
上
げ
て 、
こ
の
「
故

西
村
博
士
記
念
会」
が
寄
附
金
を
集
め
て
遺
書
を
遺
族
か
ら
購
入
し 、

購
入
し
た
遺
書
を
懐
徳
堂
記
念
会へ
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か 、
と
推
測
さ
れ
る 。

ち
な
み
に 、
④
「
寄
附
者
芳
名
並
寄
附
金」
に
よ
れ
ば 、
最
も
高
額

の
寄
附
は 、
男
爵
藤
田
平
太
郎・
藤
田
徳
次
郎・
藤
田
彦
三
郎
の
三
兄

弟
が
連
名
で一
口
五
千
円 、
男
爵
住
友
吉
左
衛
門
（
元・
懐
徳
堂
記
念

会
会
頭）
も
同
額
を一
口
寄
附
し
て
い
る 。
続
い
て
大
阪
朝
日
新
聞
社

が
三
千
円 、
鴻
池
善
右
衛
門
が一一
千
五
百
円 、
大
阪
朝
日
新
聞
社
有
志

が一
千
五
百
円
（
大
阪
朝
日
新
聞
社
有
志
に
つ
い
て
は
内
訳
〔
金
額
と

氏
名〕
も
記
載
さ
れ
て
い
る
）、
上
野
精一
・

富
子
正
夫
（
上
野
理一
の

娘
婿）•
平
瀬
三
雄
（
同）
が
連
名
で
千
二
百
円 、
大
阪
毎
日
新
聞
社・

永
田
仁
助・
村
山
龍
平・
久
原
房
之
助
が
そ
れ
ぞ
れ
千
円
で
あ
る 。
こ

う
し
た
千
円
以
上
の
高
額
寄
附
十
口（
四
百
四
十
五
口
の
約
ニ・
ニ
パ
ー

セ
ン
ト）
だ
け
で 、
集
まっ
た
寄
附
金
全
体
の
約
六
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
に

あ
た
る
二
万
二
千―一
百
円
に
及
ぶ 。
も
っ
と
も 、
寄
附
金
の
金
額
は
以

下
五
百
円
か
ら一
円
ま
で
と
か
な
り
幅
が
あ
る 。
寄
附
の
総
数
が
合
計

四
百
四
十
五
口
に
も
の
ぽ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に 、
少
額
の

本
章
で
は 、
今
回
の
資
料
調
査
で
発
見
し
た
写
真
類（
ア
ル
バ
ム
九
冊 、

台
紙
付
き
写
真一
枚 、
写
真一
枚）
の
全
体
像
を
紹
介
す
る 。

重
建
懐
徳
堂
及
び
懐
徳
堂
記
念
会
（
現
i

一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記

念
会
）

と
西
村
天
囚
（
以
下 、
天
囚
と
略
称）
と
は 、
密
接
な
関
係
に

あ
る 。
し
か
し 、
管
見
の
限
り
に
お
い
て 、
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記

念
会
（
以
下 、
記
念
会
と
略
称
）

は 、
天
囚
の
写
真
を
所
蔵
し
て
い
な
い 。

『
懐
徳』
や
『
懐
徳
堂
記
念
会
の
九
十
年』
な
ど 、
記
念
会
が
刊
行
し
た

書
籍・
雑
誌
等
の
中
に
は 、
天
囚
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
が 、
そ
れ
ら
の
元
の
写
真
が 、
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
の
か 、
不
明
な
状
態
で
あっ
た 。
ま
た 、
今
回
発
見
し
た
写
真
類
に
は 、

天
囚
の
写
真
以
外
に
も 、
重
建
懐
徳
堂
に
関
す
る
写
真
も
含
ま
れ
て
い

四 、
西
村
家
所
蔵
天
囚
関
係
写
真
類
に
つ
い
て

寄
附
者
が
多
数
存
在
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る 。

「
会
務
報
告
書」
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た「
故
西
村
博
士
記
念
会」

の
活
動
は 、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
中
心
で
あっ
た
西
村
天
囚
が 、
大
阪

の
人
々
か
ら
如
何
に
深
く

敬
愛
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を 、
そ
し

て
明
治
の
末
か
ら
始
ま
っ
た
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
が
定
着
し 、
大
阪
の
各

界
関
係
者
が
重
建
懐
徳
堂
の
活
動
を
如
何
に
強
く
支
え
て
い
た
か
と
い

う
こ
と
を 、
実
に
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う 。

（
竹
田
健
二）
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天
囚
自
身
に
関
す
る
写
真
類

西
村
家
関
係
（
除
天
囚）
の
写
真
類

A
「
天
囚
自
身
に
関
す
る
写
真
類」
に
は 、
主
に 、
大
阪
朝
日
新
聞
社
勤

務
時
の
写
真（
世
界一
周
旅
行・
日
清
戦
争
従
軍
時
等）
や 、
京
都
帝
国

大
学
で
講
師
を
務
め
て
い
た
頃
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る 。
仕
事
関
係

の
ほ
か 、
家
族・
友
人
と
の
写
真
や
書
斎
の一
場
面
を
撮
影
し
た
も
の 、

天
囚
が
狩
猟
に
参
加
し
て
い
る
様
子
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。
ま
た 、

天
囚
の
松
ヶ

枝
の
旧
自
宅
や 、
天
囚
の
お
墓
の
写
真
も
含
ま
れ
て
い
る 。

B
「
西
村
家
関
係
（

除
天
囚）
の
写
真
類」
は 、
西
村
家
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
物
写
真
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る 。
天
囚
の
子
ど
も
や
孫 、

友
人
た
ち
と
思
わ
れ
る
写
真
も
あ
る 。
こ
れ
ら
の
人
々
は 、
現
段
階
で
は 、

個
人
名
の
特
定
が
困
難
で
あ
る 。
し
か
し 、
今
回
の
調
査
で
西
村
家
の

家
系
図
も
発
見
で
き
た
た
め 、
今
後 、
西
村
家
の
ご
教
示
も
得
な
が
ら

特
定
で
き
る
可
能
性
が
高
い 。

B
 

A 

た 。
こ
れ
ら
の
写
真
も 、
天
囚
の
写
真
と
同
様 、
記
念
会
が
刊
行
し
た

書
籍・
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が 、
ど
こ
が

所
蔵
し
て
い
る
写
真
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
の
か 、
不
明
な
状
態
で
あっ

た 。
そ
の
た
め 、
今
回
の
調
資
に
よ
っ
て
写
真
類
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は 、

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る 。

今
後
の
調
壺
で 、
更
に
写
真
類
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
が 、

今
回
の
も
の
を
分
類
す
る
と 、
大
き
く
次
の
A.
B
二
つ
に
分
け
ら

れ
る 。

以
上
が 、
写
真
類
の
全
体
像
で
あ
る 。
前
述
の
と
お
り 、
現
在
ま
で

に
記
念
会
が
刊
行
し
た
書
籍・
雑
誌
等
に
も 、
天
囚
や
重
建
懐
徳
堂
に

関
す
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る 。
今
回
の
調
介
で
発
見
し
た

写
真
類
の
内 、
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は 、
箪
者
が
気
づ
い
た
範
囲
に

お
い
て
十一
点
あ
る 。
こ
れ
ら
の
写
真
は
全
て 、
A
に
分
類
さ
れ
る
が 、

便
宜
上 、
「
重
建
懐
徳
堂
に
関
す
る
写
真」
と
「
天
囚
に
関
す
る
写
真」

と
に
分
け
て
以
下
に
列
挙
し
て
み
よ
う 。

な
お 、
通
し
番
号
の
下
に
「
」
で
挙
げ
て
い
る
の
が 、
該
当
書
籍・

雑
誌
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
写
真
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る 。
そ
の
下
に
は 、

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
籍・
雑
誌
等
の
名
称
を
記
し
た 。

重
建
懐
徳
堂
に
関
す
る
写
真

l .
「
棠
友
會
骰
會
式
嘗
日
撮
影」『

懐
徳』
第一
号

2 .
「
孔
子
没
後
二
四
0
0
年
を
記
念
し
て
挙
行
さ
れ
た
式
典」

『
懐
徳
堂
記
念
会
の
九
十
年』

天
囚
に
関
す
る
写
真

3 .
「
碩
園
西
村
先
生
の
肖
像」
『
懐
徳』
第
二
号
「
碩
圃
先
生
追
悼
録」

4 .
「
碩
園
先
生
の
家
庭」

『
懐
徳』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録」

5 .
「
碩
園
先
生
追
悼
祭
典」

『
懐
徳』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録」

6 .
「
碩
園
先
生
告
別
式」

『
懐
徳』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録」
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『
懐
徳
堂
記
念
会
百
年
誌』

7 .
「
碩
園
先
生
城
志
（
岡
田
正
之
君
撰）」

『
懐
徳』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録」

8 .
「
碩
園
先
生
阿
倍
野
墓
地」
『
懐
徳』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録」

9 .
「
松
ヶ
枝
の
薔
邸」

『
懐
徳』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録」

10 .
「
松
ヶ
枝
の
蕉
邸
前
の
老
松」『

懐
徳』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録」

『
懐
徳
堂
ー

浪
華
の
学
問
所』

『
懐
徳
堂
記
念
会
の
九
十
年』

『
懐
徳
堂
の
歴
史
を
読
む』

『
懐
徳
堂
記
念
会
百
年
誌』

l
\

11
の
内 、
特
筆
す
べ
き
は 、
11 .
「
書
斎
の
西
村
天
囚」
で
あ
る 。

こ
の
写
真
は
天
囚
を
紹
介
す
る
と
き
に 、
も
っ
と
も
良
く
使
わ
れ
て
い

る
写
真
で
あ
る 。
し
か
し 、
先
述
の
と
お
り 、
こ
の
写
真
も
所
蔵
先
不

明
で
あ
っ
た 。
そ
の
写
真
が 、
今
回
の
調
究
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
は 、

記
念
会
に
属
す
る
者
と
し
て 、
感
極
ま
る
思
い
で
あっ
た 。
な
お 、
こ
の

写
真
に
は
天
囚
の
書
斎
名
を
記
し
た「
読
騒
塵」
の
額
が
写っ
て
い
る
が 、

こ
の
扁
額
自
体
も
今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
（
第一一
章
参
照） 。

以
上
を
踏
ま
え
て 、
今
回
確
認
で
き
た
写
真
類
の
概
要
を
以
下
に

記
す 。

11 .
「
書
斎
の
西
村
天
囚」

[
凡
例]

一
、

整
理
番
号 、
形
態 、
タ
イ
ト
ル 、
寸
法
（
縦
x
横』
糎） 、
A．
B

の
種
別 、
解
説 、
の
順
に
掲
げ
る 。

二 、
整
理
番
号
①
ー

⑪
は 、
本
報
告
の
た
め
に
便
宜
上
付
し
た
も
の
で

あ
る 。

三 、
形
態
は 、
ア
ル
バ
ム
（
冊
子） 、
台
紙
に
貼っ
て
あ
る
写
真 、
単
独
の

写
真 、
の
三
つ
に
区
別
し 、
ア
ル
バ
ム
に
は
便
宜
上 、
通
し
番
号
を

付
し
た 。

四 、
タ
イ
ト
ル
は
ア
ル
バ
ム
の
表
記
に
従
う 。
ア
ル
バ
ム
の
表
表
紙
に
は 、

左
上
に
タ
イ
ト
ル
を
記
し
た
小
さ
な
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る 。
九
冊
の

内 、
四
冊
は
こ
の
紙
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
が 、
残
り
の
五

冊
は 、
こ
の
紙
が
剥
落
も
し
く
は
虫
損
が
あ
る
た
め 、
明
確
に
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
本
報
告
で
は 、
タ
イ
ト
ル
を
記
し
た
紙
に

記
さ
れ
た
情
報
を
重
視
し 、
ア
ル
バ
ム
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
採
用
し

て
い
る 。
判
読
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は 、
口
の
記
号
で
示
す 。
な

お 、
⑩
⑪
は
ア
ル
バ
ム
で
は
な
く 、
タ
イ
ト
ル
の
表
示
が
な
い
た
め 、

代
わ
り
に
内
容
を
端
的
に
表
示
し
た 。

五 、
A.
B
の
種
別
は 、
明
確
に
分
け
が
た
い
も
の
も
あ
る
が 、
主
に

A
と
B
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
を
記
し
た 。

六 、
解
説
は 、
写
真
の
説
明
文
を
尊
重
す
る 。
一
部
の
写
真
の
近
く
に
は 、

簡
単
な
説
明
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る 。
例
え
ば 、
写
真
が
撮
影
さ
れ

た
年
月
日
や
人
物
名 、
状
況
等
で
あ
る 。
そ
の
他 、
筆
者
が
重
要
だ
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9
魯 --

0 1 「大阪朝 日 世界一 周 幹部」

02 「霧島夏期大学講演場」

05 「八月十一 日 告別式参拝者」

06 「八月十一 日懐徳堂

理事長永 田仁助氏弔辞朗読」

①
ア
ル
バ
ム
ー 。

「
不
明」 。
(
27.
5
x
37.
o) 。
主
に
A 。
写
真
類
の

内 、
最
も
虫
損
が
激
し
く
下
半
分
が
欠
け
て
い
る 。
「
霧
島
夏
期
大
学

講
演
場」
と
題
さ
れ
た
写
真
（
左
側
の
看
板
に
「
鹿
児
島
県
立
固
書

館
霧
島
出
張
所」
と
あ
る）
の
ほ
か 、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
勤
め
て

い
た
頃
の
写
真
（
集
合
写
真 、
世
界一
周
旅
行
等）
が
確
認
で
き
る

(
01.
02) 。
こ
の
ア
ル
バ
ム
の
中
に
11 .
「
書
斎
の
西
村
天
囚」
が
含

ま
れ
て
い
る 。

②
ア
ル
バ
ム
2 。
「
不
明」 。
(
24.
5
x
33.
o) 。
前
半
は王
に
A 、
後

半
は
B 。
天
囚
の
死
後 、
整
理
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
る 。
前
半
は
天
囚
の
葬
俄
と
告
別
式
の
写
真
で
あ
る 。
こ
の
ア
ル

と
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
も 、
説
明
を
加
え
て
い
る 。

03 

匹

「
八
月
十
日懐

徳
堂
関
係
者
通
夜」

バ
ム
の
中
に
5 .
「
碩
園
先
生
追
悼
祭
典」 、
6 .
「
碩
園
先
生
告
別
式」 、

7 .
「
碩
園
先
生
城
志
（
岡
田
正
之
君
撰）」 、
8 ．
「
碩
園
先
生
阿
倍

野
墓
地」 、
9 .
「
松
ヶ

枝
の
蕉
邸」 、
10 .
「
松
ヶ

枝
の
薔
邸
前
の
老
松」

が
含
ま
れ
て
い
る 。
こ
の
ほ
か
に
も 、
「
八
月
十
日
夜
懐
徳
堂
関
係
者

「
亡
西
村
時
彦
遺
骨
梅
田
駅
到
箔

大
正
十――- 、
八 、一
〇
午
后
八
時
04

十二
分」

90 



i.
 

9
象，

]、9 9
F
疇

。
＾

董しふ
料

;'
V、、

a
u

c
c̀

 

9
ーt
1"

t

kぷ 、、

憶
せ
t
&

09 

「
京
都
帝
國
大
昂」

10
「
於
自
宅
出
猟
之
際」
11

： 
07 「大正十一年写

五十八歳」“ 
「
懐
徳
堂
の
お
祭」
• 
08 「世界一周 記念撮影

米国 ワシントンにて」

通
夜」
「
八
月
十一
日
告
別
式
参
拝
者」
と
書
き
込
み
さ
れ
た
も
の
が

数
点
あ
る
(
03
1

06) 。

③
ア
ル
バ
ム
3 。
「
口
□
人」 。
(
27.
5
x
37.
5) 。
主
に
A 。
一
部
B

が
混
合 。
前
半
は 、
大
礼
服
を
着
用
し
た
天
囚
の
肖
像
写
真
が
三
点

確
認
で
き
る 。
こ
れ
は 、
3 .

「
碩
園
西
村
先
生
の
肖
像」
の
別
ア
ン

グ
ル
で
あ
る
(
07) 。
続
い
て 、
大
阪
朝
日
新
聞
社
勤
務
時
の
写
真
（
世

界一
周
旅
行・
日
清
戦
争
従
軍
時
等）
や 、
京
都
帝
国
大
学
で
講
師

を
務
め
て
い
た
頃
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
(
08
1

09) 。
ア
ル
バ
ム

1
と
重
複
し
て
い
る
写
真
が
複
数
あ
る 。
こ
の
ほ
か
に
も 、
天
囚
が

狩
猟
に
出
る
際 、
自
宅
で
撮
影
し
た
写
真
も
あ
る
(
10) 。
こ
の
ア
ル

バ
ム
の
中
に
1 .

「
堂
友
會
発
発
會
式
嘗
日
撮
影」 、
4 .
「
碩
園
先
生

の
家
庭」 、
が
含
ま
れ
て
い
る 。
重
建
懐
徳
堂
に
関
す
る
写
真
と
し
て

は 、
「
懐
徳
堂
の
お
祭」
と
書
き
込
み
さ
れ
た
も
の
が
二
枚
あ
る 。
こ

れ
は
2 .
「
孔
子
没
後
二
四
0
0
年
を
記
念
し
て
挙
行
さ
れ
た
式
典」

の
別
ア
ン
グ
ル
で
あ
る
(
11) 。

④
ア
ル
バ
ム
4 。
「
家
族」 。
(
18.
o
x
38.
0) 。
主
に
B 。
一
部
A
が

混
合 。
説
明
書
き
が
充
実
し
て
い
る 。
前
述
の
と
お
り 、
西
村
家
に

は
家
系
図
が
残
さ
れ
て
お
り 、
ア
ル
バ
ム
の
人
物
と
照
ら
し
合
わ
せ

れ
ば 、
今
後
の
研
究
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う 。
A
に

関
す
る
写
真
も
数
点
確
認
で
き
る 。
例
え
ば 、
「
松
ヶ

枝
町
全
景」
と

書
き
込
み
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
(
12) 。
こ
の
写
真
は 、
10 .
「
松
ヶ

枝
の
藷
邸
前
の
老
松」
よ
り
以
前
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る 。
天
囚
と
こ
の
松
の
木
に
つ
い
て
は 、
深
い
関
係
が
あ
る 。
後
醍
院

良
正
『
西
村
天
囚
伝
（
下
巻）』
（
朝
日
新
聞
社
社
史
編
集
室 、

一
九
六
七
年）
に
よ
れ
ば 、
「
天
囚
の
家
の
前
に
は 、
通
り
を
隔
て
て

樹
齢
数
百
年
を
数
え
る
と
い
わ
れ
る
老
松
が
あっ
た 。
丁
度
向
い
側
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の
家
の
板
塀
の
中
間
を
突
き
破

る
よ
う
に
し
て
太
い
幹
を
道
に

の
ぞ
か
せ 、
た
け
は一
丈
に
も

足
ら
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が 、
南

北
に
挺
々
と
し
て
枝
を
張
り 、

そ
の
長
さ
は
約
十
間
に
も
お
よ

び 、
臥
竜
の
如
き
観
を
呈
し
て

い
た 。
こ
の
松
ゆ
え
に
松
ヶ
枝

町
の
名
も
で
き
た
わ
け
で
あ
る 。

し
か
し 、
な
に
分
に
も
老
松
の

た
め
年
毎
に
枝
が
枯
れ
て
短
く

12

な
り 、
大
正
九
年 、
遂
に
枯
死
す
る
に
至
っ
た 。
そ
の
た
め
同
町
の

青
年
団
た
ち
が 、
こ
の
名
松
を
後
世
に
伝
え
る
た
め 、
当
時
青
年
団

長
を
し
て
い
た
天
囚
に
謀
り 、
そ
の
碑
文
を
依
頼
し 、
大
正
十
年
に「
霊

松
碑」
が
立
つ
に
至
っ
た」
と
あ
る 。
碑
は 、
大
正
十
年
以
降
に
建

て
ら
れ
た
の
で 、
「
松
ヶ
枝
町
全
景」
の
松
の
木
は 、
そ
れ
以
前
の
枯

死
す
る
前
の
姿
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い 。
こ
の
ほ
か

に
も 、
「
時
彦
祭
典」
と
書
き
込
み
さ
れ
た
も
の
が
あ
る 。
こ
れ
は

5 .
「
碩
園
先
生
追
悼
祭
典」
の
別
ア
ン
グ
ル
で
あ
る 。
ま
た 、
「
大

阪
阿
倍
野
父
墓
地
（
幸
子•
松
栄）」
と
書
き
込
み
さ
れ
た
も
の
が
確

認
で
き
る 。
こ
れ
は
8 .
「
碩
園
先
生
阿
倍
野
墓
地」
の
前
で
撮
影
さ

れ
た
家
族
写
真
で
あ
る 。

「松ヶ枝町全景」

⑤
ア
ル
バ
ム
5 。
「
口
婦
人」 。
(
27.
5
x
37.
5) 。
B 。
「
口
婦
人」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が 、
男
性
を
写
し
た
写
真
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る 。
ア
ル
バ
ム
4
同
様 、
説
明
書
き
が
充
実
し
て

い
る 。

⑥
ア
ル
バ
ム
6 。
「
男
子」 。
(
33.
5
x
24.
5) 。
B 。
タ
イ
ト
ル
の
と

お
り 、
男
子
の
写
真
で
構
成
さ
れ
る 。
人
物
名
の
書
き
込
み
が
充
実

し
て
い
る 。
こ
の
中
に
は 、
天
囚
の
師
で
あ
る
儒
者・
前
田
豊
山
の

肖
像
写
真
や 、
彼
の
町
葬
風
景
の
写
真
が
確
認
で
き
る
(
13
\

14) 。

⑦
ア
ル
バ
ム
7 。
「
不
明」 。
(
18.
o
x
28.
o) 。
B 。
幼
児
の
写
真
で

構
成
さ
れ
る 。
人
物
名
の
書
き
込
み
が
充
実
し
て
い
る 。
こ
の
中
に
は 、

『
西
村
天
囚
伝』
の
著
者
で
あ
る 、
後
醍
院
良
正
の
幼
少
期
の
写
真
が

数
点
確
認
で
き
る 。
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⑪
写
真 。
天
囚
の
肖
像
写
真

(
16) 0(
25.
5
x
17.
4) 。

A。
3 .

「
碩
園
西
村
先
生

の
肖
像」
と
同
様
の
も
の 。

1 5  

⑧
ア
ル
バ
ム
8 。
「
婚
穐」 。
(
27.
5
x
37.
5) 。
B 。
タ
イ
ト
ル
の
と

お
り 、
婚
礼
写
真
（
新
郎
新
婦
の
写
真
や 、
参
列
者一
同
の
集
合
写

真
等）
で
構
成
さ
れ
る 。

⑨
ア
ル
バ
ム
9 。
「
子
供」 。
(
16.
o
x
23.
o) 。
B 。
書
き
込
み
か
ら 、

天
囚
の
孫
（「
時
紹」
「
時
子」
「
時
昌」
「
時
薙」）
の
幼
少
期
の
写
真

が
含
ま
れ
た
家
族
写
真
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る 。
経
年
劣
化
に
よ
り

写
真
が
変
色
し 、
個
人
の
特
定
が
困
難
な
も
の
が
多
い 。

⑩
台
紙
付
き
写
真 。
重
建
俵
徳
堂
関
係
者
の
集
合
写
真
(
15) 。
厚
紙

(
32.
5
x
39.
3)
に 、
写
真一
点
(
20.
8
X
27.
3)
が
貼
ら

れ
て
い
る 。
A。
写
真
上
部
の
虫
損
が
激
し
く 、
元
来
の
大
き
さ
は

縦
21
cm
く
ら
い
か
と
推
測
さ
れ
る 。
厚
紙
裏
面
に 、
主
な
人
物
名
を

印
字
し
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
に
よ
り 、
天
囚
の
ほ
か 、

林
森
太
郎 、

松
山
直
蔵 、

武
内
義
雄 、

今
井
貫一

、

吉
田
鋭
雄
と
い
っ
た
重
建

懐
徳
堂
に
か
か
わ
る
著
名

な
人
物
た
ち
が
確
認
で

き
る 。

「重建懐徳堂関係者の集合写真」

（
佐
伯

薫）

「
壬
戌
紀
元
節
時
彦

年
五
十
八」
の
書
き

込
み
が
あ
る 。
天
囚

は
大
正
十
三
年

（一
九
二
四）
に
六
十

歳
で
亡
く
な
っ
て
い

る
た
め 、
こ
の
写
真

は
亡
く
な
る
二
年
前
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
着
用
し
て
い
る

大
礼
服
は 、
現
在 、
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る 。

[
参
考
文
献]

・
『
懐
徳』
第一
号
（
懐
徳
堂
堂
友
会 、
一
九
三
八
年）

・
『
懐
徳』
第
二
号
（
懐
徳
堂
堂
友
会 、
一
九
三
九
年）

．
懐
徳
堂
友
の
会・
懐
徳
堂
記
念
会
編『
懐
徳
堂
ー

浪
華
の
学
問
所』

（
大
阪
大
学
出
版
会 、
一
九
九
四
年）

・
『
懐
徳
堂
記
念
会
の
九
十
年』
（
懐
徳
堂
記
念
会 、
一
九
九
九
年）

・
湯
浅
邦
弘・
竹
田
健
二
編
『
懐
徳
堂
ア
ー
カ
イ
ブ

懐
徳
堂
の
歴

史
を
読
む』
（
大
阪
大
学
出
版
会 、
二
0
0
五
年）

．
懐
徳
堂
記
念
会
百
年
誌
編
集
委
員
会
編『
懐
徳
堂
記
念
会
百
年
誌』

（
懐
徳
堂
記
念
会 、
二
01
0
年）

｀
ぶ
化
ん

泊
t
A
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1 6  「天囚の肖像写真」
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館
内
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
の
は 、
同
セ
ン
タ
ー

の

五 、
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

01 

ま
え

だ

ほ
う
ざ
ん

こ
こ
に 、
天
囚
と
そ
の
師
の
前
田
豊
山
(-
八
三一
s一

九一
三）

を
顕
彰
す
る
コ
ー

ナ
ー

が
あっ
た
(
01) 。
天
囚
に
関
し
て
は 、
当
時
着

用
し
て
い
た
紋
付
羽
織 、
大
礼
服
の
ほ
か 、
勲
四
等
瑞
宝
章 、
印
章

十一
顆 、
硯 、
朱
肉
つ
ぼ 、
著
書
『
屑
屋
の
籠』
『
南
島
偉
功
伝』
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
た 。
「
出
品

者
西
村
時
昌
氏」
と
説
明
パ

ネ
ル
に
附
記
さ
れ
て
い
る
の

で 、
こ
れ
ら
の
資
料
が
天
囚

の
孫
に
あ
た
る
時
昌
氏
の
時

代
に
同
セ
ン
タ
ー
に
寄
託
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る 。

種子島開発総合センターの

前 田 豊 山 ・ 西村天囚展示

西
村
家
で
の
資
料
調
介
に
先
立
ち 、
八
月
二
十
五
日
に 、
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー

（
西
之
表
市
西
之
表）
を
訪
問
し
た 。
こ
こ
は
西
之

表
市
教
育
委
員
会
の
管
轄
で 、
種
子
島
に
関
わ
る
歴
史
的
資
料
を
多
数

常
設
展
示
し
て
い
る 。
種
子
島
が
鉄
砲
伝
来
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら 、

火
縄
銃
を
含
む
多
数
の
鉄
砲
も
展
示
し
て
お
り 、
通
称
を
「
鉄
砲
館」

と
い
う 。

02 大礼服姿の西村天囚

沖
田
純一
郎
参
事
と
柳
田
さ
ゆ
り
係
長
で
あ
っ
た 。
両
氏
に
よ
れ
ば 、

種
子
島
で
も 、
天
囚
の
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り 、

顕
彰
活
動
が
大
き
な
課
題
に
なっ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あっ
た 。

筆
者
に
と
っ
て
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は 、
紋
付
羽
織
で
あ
る 。
天

囚
と
言
え
ば 、
大
礼
服
姿
の
写
真
（
大
正
十一
年
撮
影）
（
02）
が
有
名

で
あ
り 、
そ
れ
を
実
見
で
き
た
こ
と
に
は
感
激
し
た
が 、
紋
付
羽
織

(
03)
は
そ
れ
以
上
に
感
慨
深
か
っ
た 。
こ
れ
は 、
天
囚
没
後 、
そ
の
形

ひ
ら
や
ま
た
け
つ

ぐ

見
と
し
て
平
山
武
絹
氏
が
持っ
て
い
た
も
の
を 、
後
に
平
山
氏
が
同
セ

ン
タ
ー
に
寄
贈
し
た
と
さ
れ
る 。
武
絹
氏
と
は 、
天
囚
の
母
浅
子
の
兄

寛
蔵
の
孫
で 、
天
囚
の
甥
に
あ
た
る 。
天
囚
の
書
生
を
務
め
て
い
た
人

で
も
あ
る 。
展
示
の
説
明
文
に
よ
れ
ば 、
こ
の
羽
織
は
天
囚
が
大
正
五

年
(-
九一
六）
九
月
か
ら
同
十
年
八
月
ま
で
の
五
年
間 、
京
都
帝
国
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C、

03 天 囚 が着用 していた紋付羽織

大
学
文
学
部
の
講
師
と
し
て
出
講
し
た
際 、
必
ず
着
用
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う 。

天
囚
は 、
紋
付
羽
織
に
袴
と
い
う
古
来
の
正
装
で
威
儀
を
正
し 、
講

義
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る 。
近
年 、
大
学
教
員
で
も
粗
雑
な
服
装
で
登
壇

す
る
者
が
多
く
なっ
て
き
て
い
る
が 、
天
囚
の
考
え
は
違っ
て
い
た 。
学

問・
教
育
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う 。
「
文
質
彬

ぴ
ん

し
か

の
ち

く
ん

し

彬 、
然
る
後
に
君
子
な
り」
（
外
面
の
美
と
内
面
の
質
朴
さ
が 、
ほ
ど
よ

く
調
和
し
て
こ
そ 、
君
子
な
の
で
あ
る）
（『
論
語』
薙
也
篇）
と
い
う

孔
子
の
言
葉
が
思
い
起
こ
さ
れ
る 。
天
囚
の
講
義
に
は 、
京
都
帝
国
大

学
の
荒
木
寅
三
郎
総
長
も
学
生
と
机
を
並
べ
て
聴
き
入
っ
た
と
い
う 。

西
村
家
に
は 、
こ
の
荒
木
総
長
が
天
囚
に
宛
て
た
書
簡
（
書
籍
寄
贈
の

礼
状）
も
残
さ
れ
て
い
る 。

六 、
天
囚
墓

な
お 、
羽
織
に
染
め
抜
か
れ
た
家
紋
は 、「
亀
甲
に
向
か
い
蝶」
で
あっ

た 。
西
村
家
で
拝
見
し
た
家
系
図
に
よ
る
と 、
西
村
氏
の
祖
先
は
武
門

の
平
氏
か
ら
出
て
い
る 。
平
信
基
の
孫
の
信
真
の
六
男
信
時
が
西
村
姓

を
賜
い 、
こ
の
地
の
宰
領
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る 。
由
緒
あ
る
家
柄

で
あ
り 、
天
囚
は 、
「
平
時
彦」
と
署
名
す
る
こ
と
も
あっ
た 。
こ
の
紋

付
羽
織
を
着
て
講
義
し
た
天
囚
の
衿
持
が
う
か
が
わ
れ
る 。

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

の
視
察
に
続
い
て 、
西
村
家
の
お
墓
参

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た 。

平
成
二
十
八
年
（
二
0一
六）
五
月 、
関
西
大
学
で
開
催
さ
れ
た
東

ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
第
八
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て 、
筆
者

は 、
懐
徳
堂
研
究
の
パ
ネ
ル
（
第
二
十
八
パ
ネ
ル
「
大
阪
の
漢
学
と
文

化
交
渉
l
ー

懐
徳
堂
を
中
心
に」）
を
構
成
し
て 、
司
会
並
び
に
研
究

あ

べ

の

発
表
を
行
っ
た 。
そ
の
際 、
参
加
者
の
中
か
ら 、
大
阪
阿
倍
野
墓
地
（
市

立
南
斎
場）
に
あ
っ
た
は
ず
の
西
村
天
囚
墓
が
見
当
た
ら
な
い
と
の
指

摘
が
あ
っ
た 。
誰
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず 、
そ
の
後
も
謎
と
な
っ
た

ま
ま
で
あっ
た 。

と
こ
ろ
が 、
西
村
氏
と
の
出
会
い
に
よ
り 、
こ
の
謎
が
解
け
た 。
大

阪
を
愛
し
た
天
囚
の
墓
は
阿
倍
野
に
作
ら
れ 、
内
藤
湖
南
に
よ
る
墓
碑

銘
が
刻
ま
れ
た 。
た
だ 、
大
阪
に
縁
故
も
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら 、
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い
る 。

璽一

01 種子島の西村家の墓

平
成
二
十
二
年
（
二
0
I
 

0) 、
種
子
島
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
た
と

い
う 。
現
在
は 、
西
村
家
の
す
ぐ
そ
ば
の
墓
所
に
「
西
村
家
之
墓」

(
01)
と
し
て 、
代
々
の
先
祖
と
と
も
に
合
祀
さ
れ
て
い
る 。
中
央
の
墓

標
の
右
側
に
は 、
別
に
「
銘
碑」
と
し
て 、
上
部
に
「
亀
甲
に
向
か
い
蝶」

の
家
紋 、
そ
し
て 、
「
宮
内
省
御
用
掛
従
四
位
勲
四
等

文
学
博
士

天
囚
西
村
時
彦

大
正
十
三
年
七
月
三
十
日

行
年
六
十
歳」
と
あ
り 、

ま
た 、
母
の
「
西
村
浅
子」 、
妻
の
「
西
村
幸
子」
の
名
が
添
え
ら
れ
て

今
回
の
種
子
島
訪
問
は
天
囚
の
導
き
に
違
い
な
い 。
そ
う
思
っ
て
こ

の
地
に
赴
い
た
我
々
は 、
こ
の
墓
前
で
深
く
頭
を
下
げ
た 。

こ
の
ほ
か 、
種
子
島
に
は 、
天
囚
関
係
の
史
跡・
施
設
が
あ
る
の
で 、

我
々
が
実
見
し
た
も
の
を
関
連
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い 。
ま
ず 、
第

五
章
で
す
で
に
触
れ
た
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
は 、
建
物
の
前

庭
に
「
ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩」
と
い
う
看
板
が
立
っ
て
お
り 、
西
村
天

囚
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る 。

西
村
天
囚
は
こ
の
地
に
生
ま
れ 、
前
田
豊
山
の
教
え
を
受
け
て

育
ち
ま
し
た 。

上
京
し 、
東
京
帝
国
大
学
に
入
学 、
大
阪
朝
日
新
聞
記
者
と
な

り 、
世
界
を
股
に
か
け
活
躍
し
ま
し
た 。
漢
文
学・
宋
学
の
第一

人
者
と
し
て 、
京
都
帝
国
大
学
講
師
を
務
め 、
そ
の
後
宮
内
省
御

用
掛
と
な
り
ま
し
た 。

大
正
十
二
年(-
九一一
三）
関
東
大
震
災
の
直
後
に
出
さ
れ
た「
国

民
精
神
作
興
詔
書」
の
起
草 、
種
子
島
家
の
歴
史
を
記
し
た
「
南

島
偉
功
伝」
の
執
筆
な
ど 、
数
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
ま
す 。

朝
日
新
聞
の
コ
ラ
ム 、
「
天
声
人
語」
は 、
天
囚
が
名
付
け
た
も

の
で
す 。

ま
た 、
そ
の
横
に 、
「
西
村
天
囚
先
生
誕
生
之
地」
の
石
碑
(
01) 、

お
よ
び
「
西
村
天
囚
先
生
略
年
譜」
の
石
碑
が
見
ら
れ
る 。
実
は 、
こ

七 、
史
跡
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02 昭和1 6年除幕式の 「西村天 囚先

生誕生之地」 石碑 （台座付き）

の
「
西
村
天
囚
先
生
誕
生
之
地」
の
石
碑
は 、
昭
和
十
六
年（一
九
四一
） 、

天
囚
生
家
の
屋
敷
跡
に 、
熊
毛
郡
教
育
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
る 。
創
設
当
時
は
台
座
も
備
え 、
高
さ
は
計
五
メ
ー
ト
ル
五
十
セ

ン
チ
に
も
及
ぶ
も
の
で
あっ
た
(
02) 。

そ
の
後 、
昭
和
五
十
八
年
(-
九
八
三） 、
こ
の
地
に
種
子
島
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り 、
台
座
を
取
り
払っ
て
移
設

さ
れ
た
と
い
う 。
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

の
ご
教
示
に
よ
れ
ば 、

移
設
さ
れ
た
の
は 、
そ
の
前
年
の
昭
和
五
十
七
年
で 、
前
庭
の
奥
の
目

立
た
な
い
場
所
に
あっ
た
が 、
今
か
ら
七
年
ほ
ど
前
に 、
セ
ン
タ
ー

入

り
口
近
く
の
前
庭
に
移
転
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る 。
ま
た 、
台
座
は 、

安
定
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら 、
や
む
な
く
そ
の一
部
が
今
も
地
中
に
埋

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う 。

遠
矢
碑

04

弓
を
射
る
天
囚
（
中
央）

種
子
島
守
時
（
左） 、

西
村
時＿一＿
（
右）

と
も
か
く 、
天
囚
は 、
種
子
島
を
代
表
す
る
偉
人
な
の
で
あ
る 。

一
方 、
島
の
中
部・
南
郎
に
も 、
天
囚
関
係
の
史
跡
が
あ
る 。
種
子

島
は
現
在 、
北
部
の
西
之
表
市 、
中
部
の
中
種
子
町 、
南
部
の
南
種
子

町
に
行
政
区
分
さ
れ
て
い
る 。
八
月
二
十
七
日 、
西
村
氏
の
案
内
で 、
我
々

は
西
之
表
を
離
れ 、
中
種
子・
南
種
子
に
向
か
っ
た 。

ま
ず
中
種
子
町
に
あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪
れ
た 。
こ
こ
に
は 、

文
字
通
り 、
中
種
子
地
区
を
中
心
と
す
る
古
来
の
民
俗
関
係
資
料
が
多

数
あ
っ
た
が 、
そ
の
中
に 、
前
田
豊
山
の
書
簡一
通
と
西
村
天
囚
の
詩

一
篇
が
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
内
に
展
示
さ
れ
て
い
た 。
天
囚
の
詩
は 、
帰
省

途
中
の
車
中 、
弁
当
包
み
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う 。
こ
こ
で
も

天
囚
は
顕
彰
さ
れ
て
い
る 。

次
に 、
南
種
子
に
向
か
っ
た 。
現
在
の
本
村
公
民
館
の
敷
地
内
に 、

古
い
石
碑
が
建っ
て
い
る
(
03) 。
碑
文
は
「
遠
矢
落
四
町
三
段
（
反）
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三
間一
尺
五
寸」
と
あっ
た 。
こ
れ
は 、
宝
永
三
年
（一
七
0
六）
正
月 、

と
き
か
ず

西
村
時
員
の
強
弓
を
顕
彰
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
室
町
時
代

に 、
的
は
じ
め
の
射
芸
が
種
子
島
に
伝
来
し
て
以
降 、
弓
道
が
盛
ん
に

な
っ
た 。
こ
の
碑
文
に
よ
れ
ば 、
約
五
百――
十
メ
ー
ト
ル
余
り
を
射
た

こ
と
に
な
る 。
時
員
は
延
宝
七
年
（一
六
七
九）
生
ま
れ 。
天
囚
の
先

祖
に
当
た
る 。
な
お 、
天
囚
自
身
も
弓
道
を
得
意
と
し 、
西
村
家
に
伝

わ
る
写
真
で
は 、
種
子
島
守
時 、
西
村
時
三
と
並
ん
で
弓
を
射
る
天
囚

の
姿
が
確
認
さ
れ
る
(
04) 。
種
子
島
守
時
は
鹿
児
島
藩
家
老
種
子
島

久
尚
の
次
男 、
種
子
島
氏
第
二
十
七
代
島
主 、
明
治
三
十
三
年
男
爵 。

西
村
時一二
は 、
天
囚
養
子
の
時
教
の
実
父
で
あ
る 。

か
ど
く
ら
み
さ
き

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
南
下
し 、
種
子
島
南
端
の
門
倉
岬
に
向
か
っ
た 。

天
文
十
二
年
(-
五
四一―-)
八
月
二
十
五
H 、
明
国
船
が
こ
の
地
（
西

お
り
ぺ
の
じ
ょ
う
と
き
つ
ら

之
村）
に
漂
着
し
た 。
当
時
の
西
之
村
の
宰
領
は
西
村
織
部
丞
時
貫 、

す
な
わ
天
囚
の
十
三
代
前
の
祖
先
で
あ
る 。
上
陸
し
た
明
国
人
と
三
人

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
前
に 、
織
部
丞
は 、
手
に
し
て
い
た
杖
で
砂
浜
に

漢
文
を
書
い
た 。
明
国
人
と
の
間
で
筆
談
が
成
立
し 、
漂
着
の
顛
末
が

あ
か

お

ぎ

明
ら
か
に
な
っ
た 。
そ
こ
で 、
船
を
赤
尾
木
（
現
在
の
西
之
表）
に
回

航
さ
せ
る
こ
と
と
し
た 。
乗
員
百
数
十
名
は 、
織
部
丞
か
ら
知
ら
せ
を

と
き
た
か

受
け
た
種
子
島
時
発
（
種
子
島
氏
第
十
四
代
島
主）
と
面
会 。
西
之
表

の
慈
恩
寺
の
宿
坊
に
滞
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た 。
そ
の
際 、
時
発
は 、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
携
え
て
い
た
火
縄
銃一一
挺
を
購
入 。
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
鉄
砲
伝
来
で
あ
る 。

八 、
西
之
表
市
役
所

ニ
メ
ー
ト
ル

そ
こ
で 、
門
倉
岬
に
は 、
こ
の

歴
史
的
事
実
を
顕
彰
す
る
「
鉄

砲
伝
来
紀
功
碑」
が
立
て
ら
れ

て
い
る
(
05) 。

四
十
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
き
な

石
碑
の
裏
面
に
は 、
端
正
な
漢

文
が
刻
ま
れ
て
い
た 。
実
は 、
大

正
十一
年
(-
九
二
二） 、
西
村
天
囚
の
撰
文
で
あ
る 。
書
き
出
し
は
次

の
通
り
（
原
文
は
句
読
点
な
し） 。

火
器
古
稲
鐵
砲
者
今
所
謂
小
銃
也 。
其
偲
来
我
固
在一二
百
八
十
餘

年
前 、
｛貫
我
種
子
島
氏
始 。

現
代
語
訳
す
る
と 、
「
火
器 、
古
く
は
鉄
砲
と
称
す
る
の
は 、
今
で
言

う
と
こ
ろ
の
小
銃
で
あ
る 。
そ
れ
が
我
が
国
に
伝
来
し
た
の
は

三
百
八
十
年
余
り
前 、
実
は
我
が
種
子
島
氏
の
と
き
に
始
ま
る」
と
い

う
意
味
に
な
ろ
う 。
全
体
は 、
八
三
六
字
か
ら
な
る
漢
文
で
あ
る 。
日

本
史
上
の
大
事
件
「
鉄
砲
伝
来」
が 、
天
囚
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る 。

訪
問
最
終
日
の
八
月
二
十
八
日 、
西
村
氏
の
仲
介
で 、
西
之
表
市
役

05

門
倉
岬
の
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑」
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所
を
訪
問
し 、
市
長
と
の
面
会
が
実
現
し
た 。
ご
多
忙
の
中 、
面
会
し

て
下
さっ
た
の
は 、
八
板
俊
輔
市
長 、
大
平
和
男
教
育
委
員
会
教
育
長 、

社
会
教
育
課
の
松
下
成
悟
課
長 、
お
よ
び
第
五
章
で
紹
介
し
た
種
子
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

の
沖
田
参
事
で
あ
る 。
会
談
は
三
十
分
ほ
ど
で
あっ

た
が 、
き
わ
め
て
充
実
し
た
内
容
と
なっ
た 。

八
板
市
長
か
ら
は 、
来
年
度
が
西
之
表
市
の
市
制
施
行
六
十
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら 、
天
囚
の
資
料
展
と
講
演
会
を
種
子
島
で
開
催
し
た
い

と
の
意
向
を
お
伝
え
い
た
だ
き 、
可
能
で
あ
れ
ば 、
将
来 、
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
と
は
別
に 、
天
囚
記
念
館
を
建
設
し 、
そ
れ
が
懐
徳

堂
分
館
に
な
れ
ば
と
おっ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た 。

ま
た 、
大
平
教
育
長
か
ら
は 、
天
囚
の
よ
う
な
文
化
人
を
生
み
出
し

た
母
体
と
し
て
の
種
子
島
の
顕
彰
に
努
め
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た 。

確
か
に 、
種
子
島
と
言
え
ば 、
鉄
砲
伝
来
と
宇
宙
セ
ン
タ
ー

が
有
名
で

あ
る
も
の
の 、
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
隣
の
屋
久
島
に
比
べ
て
や
や

影
が
薄
い 。
し
か
し 、
屋
久
島
は
急
峻
な
山
岳
地
形
で
文
化
の
母
体
と

は
な
り
に
く
か
っ
た
の
に
対
し 、
種
子
島
は 、
平
地
と
な
だ
ら
か
な
丘

陵
に
恵
ま
れ
た
文
化
の
地
で
あ
っ
た 。
前
田
豊
山
や
西
村
天
囚
は
も
っ

と
顕
彰
さ
れ
て
も
良
い
だ
ろ
う 。

最
後
に 、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て 、
西
之
表
市
ま
た
は
種
子
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
懐
徳
堂
記
念
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
相
互
リ
ン
ク
を
張
る
こ
と 、
種
子
島
と
大
阪
で
協
力
し
て 、
天
囚

関
係
資
料
の
調
査
研
究 、
資
料
修
復
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
話
し
合

こ
う
し
て
全
日
程
は
無
事
終
了
し 、
充
実
し
た
調
壺
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た 。
台
風
銀
座
と
呼
ば
れ
る
種
子
島
に
は
珍
し
く 、
四
日
間
と

も
快
晴
に
恵
ま
れ
た 。
紺
碧
の
海
と
抜
け
る
よ
う
な
夏
空
を
目
に
し
て 、

こ
れ
も
天
囚
の
配
慮
で
あ
ろ
う
と
感
じ
ら
れ
た 。

人
生
は
出
会
い
で
あ
る 。
百
年
の
歴
史
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
出
会
い

で
あっ
た 。
西
村
家
の
方
々
を
は
じ
め 、
資
料
調
査
に
ご
高
配
を
賜っ
た

関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い 。

【

附

記】

•
本
稿
執
筆
に
際
し
て 、
西
村
家
の
各
位
お
よ
び
種
子
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
よ
り
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き 、
ま
た 、
写
真
の
掲
載
に
つ

い
て
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

•
本
稿
に
先
立っ
て 、
湯
浅
邦
弘
「
種
子
島
に
残
る
西
村
天
囚
の
記
憶」

（『
東
方』
第
四
四
二
号 、
二
0一
七
年
十
二
月）
を
資
料
調
査
の
速

報
と
し
て
発
表
し
ま
し
た 。
内
容
の一
部
が
重
複
す
る
こ
と
を
お
断

り
し
ま
す 。

・
ア
ル
バ
ム
と
は
別
に
大
型
台
紙
に
貼
ら
れ
て
い
た一
枚
の
写
真
（
本
稿

第
四
章
参
照）
に
つ
い
て 、
竹
田
健
二
「
西
村
家
所
蔵
資
料
中
の一

枚
の
集
合
写
真
に
つ
い
て」
（『
懐
徳
堂
研
究』
第
九
号 、―1
0一
八
年）

が
別
途
詳
細
な
考
察
を
加
え
て
い
ま
す 。

わ
れ
た 。

（
湯
浅
邦
弘）
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